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【年通号数】公開・登録公報2018-045
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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月28日(2020.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声信号セグメント内のノイズ信号を特定する方法であって、
　前記処理対象音声の時間領域信号の振幅変動に基づき、前記処理対象音声における所定
の閾値に満たない振幅変動の音声信号セグメントを、前記音声信号セグメントと特定する
ステップと；
　前記音声信号セグメントの各フレーム信号にフーリエ変換を行って前記音声信号セグメ
ントの各フレーム信号のパワースペクトルを取得するステップであって、前記パワースペ
クトルは、異なる周波数に対応する複数のパワー値で構成される、ステップ（Ｓ１０１）
と；
　各フレーム信号の前記パワースペクトルに基づき、各周波数における前記音声信号セグ
メントの各フレーム信号のパワー値の分散を特定するステップ（Ｓ１０２）と；
　前記分散に基づき前記音声信号セグメントの各フレーム信号がノイズ信号であるか否か
を特定するステップ（Ｓ１０３）と；を備える、
　ノイズ信号を特定する方法。
【請求項２】
　前記分散に基づき前記音声信号セグメントの各フレーム信号がノイズ信号であるか否か
を特定する前記ステップは、
　前記音声信号セグメントの各フレーム信号に対応する前記分散が第１の閾値を超えてい
るか否かを特定するステップ（Ｓ１０３１）と；
　否定であれば、当該フレーム信号をノイズ信号と特定するステップ（Ｓ１０３２）と；
を備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　各フレーム信号の前記パワースペクトルに基づき、各周波数における前記音声信号セグ
メントの各フレーム信号のパワー値の分散を特定する前記ステップは、
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　各周波数における前記フレーム信号のパワー値を、前記パワースペクトルに対応する複
数の周波数が属する複数の周波数間隔に応じて、少なくとも、第１の周波数間隔に対応す
る第１のパワー値集合に分類するステップと；
　前記第１のパワー値集合に含まれるパワー値の第１の分散を特定するステップ（Ｓ１０
２２）と；を備え、
　それに即して、前記分散が第１の閾値を超えているか否かを特定する前記ステップが、
　前記第１の分散が前記第１の閾値を超えているか否かを特定するステップを備える、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　各フレーム信号の前記パワースペクトルに基づき、各周波数における前記音声信号セグ
メントの各フレーム信号のパワー値の分散を特定する前記ステップは、
　各周波数における各フレーム信号のパワー値を、当該フレーム信号の各パワー値に対応
する複数の周波数が属する複数の周波数間隔に応じて、少なくとも、第１の周波数間隔に
対応する第１のパワー値集合と、第２の周波数間隔に対応する第２のパワー値集合とに分
類するステップであって、前記第１の周波数間隔は前記第２の周波数間隔よりもその周波
数が小さい、ステップ（Ｓ１０２１）と；
　前記第１のパワー値集合に含まれるパワー値の第１の分散を特定するステップ（Ｓ１０
２２）と；
　前記第２のパワー値集合に含まれるパワー値の第２の分散を特定するステップ（Ｓ１０
２３）と；を備え、
　それに即して、前記分散に基づき前記音声信号セグメントの各フレーム信号がノイズ信
号であるか否かを特定する前記ステップは、
　各フレーム信号に対応する前記第１の分散と前記第２の分散との間の差分が第２の閾値
を超えているか否かを特定するステップと；
　否定であれば、当該フレーム信号をノイズ信号と特定するステップと；を備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　各フレーム信号の前記パワースペクトルに基づき、各周波数における前記音声信号セグ
メントの各フレーム信号のパワー値の分散を特定する前記ステップよりも後で、且つ、前
記分散に基づき前記音声信号セグメントの各フレーム信号がノイズ信号であるか否かを特
定する前記ステップよりも前に、
　各分散の大きさに応じて、前記音声信号セグメントの各フレーム信号を順位付けるステ
ップ；をさらに備え、
　それに即して、前記分散に基づき前記音声信号セグメントの各フレーム信号がノイズ信
号であるか否かを特定する前記ステップは、各周波数における順位付けられた各フレーム
信号のパワー値の前記分散に基づき、前記音声信号セグメントの各フレーム信号がノイズ
信号であるか否かを特定するステップを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の方法を実行するように構成された複数の
ユニット（１０１、１０２、１０３）を備える、
　音声信号セグメント内のノイズ信号を特定するための装置（１００）。
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